



































いるが, ミゾレヌマエビ, トゲナシヌマエビ, ヒメヌマエビ
の３種については, これまで幼生の発達記載が行われていな
い｡
本研究では, ミゾレヌマエビ, トゲナシヌマエビ, ヒメヌ
マエビの３種について, 中原ら ()) によって求められ
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ゾエアの初期には胸部付属肢 (顎脚, 歩脚) の外肢を細や
かに動かしながら水深!程のビーカーの水中を上下に不
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　Species Length (min - max range)
      × Width (min - max range) (mm)
C. typus 0.45 (0.43 - 0.47) × 0.28 (0.25 - 0.29)
C. serratirostris 0.39 (0.36 - 0.41) × 0.23 (0.23 - 0.23)
C. leucosticta 0.47 (0.40 - 0.50) × 0.29 (0.27 - 0.33)
* C. typus and C. leucosticta were 30 eggs; C. serratirostris were 20 eggs were
measured.
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羽状毛, 内肢は５節からなり, 各節に単毛が生える (－
ｍ)｡ 第３歩脚はまだ原基的であるが大きくなり内肢および







































































































































































































































































































































































張し, 前節が長くなる (－ｌ～ｐ)｡ 第１, 第２顎脚




































































































































１) 浜野龍夫・吉見圭一郎・林 健一・柿本 晧・諸喜田茂
充：淡水産 (両側回遊性) エビ類のための魚道に関する
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